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東北 飯豊連峰縦走 Ｎｏ．０６８ 

 

初めての東北の山への挑戦。同行は恩田、

鵜飼、吉野。一年前の南アルプス縦走が終

わった時から、次の夏山はどこにするか？熟

慮を重ねてきた。その結果、めったに行けな

い東北の山へ行こうということになり、飯豊

連峰縦走の計画が具体化した。トレーニン

グをし、食料計画の一環として栄養計算ま

でして、各種準備を進めた。 

 

昭和４１年８月３日 曇り時々小雨 ＜出発＞ 

集合御茶ノ水駅１７時３０分、上野駅１８時。

吉野は上野駅で合流。 

七夕、ねぶた、竿灯の東北三大祭と帰省シ

ーズンとでごった返している。急行羽黒に乗る予定だったが、もう大分並んでいるのであきらめて、２１時４０分

発の臨時急行庄内に変更。東京電環から上越線・羽越線経由越後下関まで 1,670 円。 

２１時、斎藤さんが四人分の握り飯を持って見送りに来てくれた。２１時１０分乗車、21:40 発車。列車はがらが

らで臨時列車選択が正しかった。大宮付近でもう空腹にたまらず、差し入れの握り飯は「キジの素」と化した。

徹夜勤務明けなので、眠い。熊谷を過ぎ本庄あたりで各々ワンボックスずつ確保して寝に入った。 

 

昭和４１年８月４日 曇りのち晴れ ＜坂町→越後下関（しもせき）→大石→大熊小屋＞ 

列車は新潟平野を北へ。月岡付近で目覚め、台風でやられた加治川付近の田畑を窓辺に見送る。 

坂町６時０５分着。プラットホームで朝食（にぎりめし）をとり、米坂線を待つ。列車は遅れて７時０３分に発車。

蒸気機関車が牽引する列車の響きは、遠くまで出かけてきた重みを感じる。 

越後下関７時２０分着。大石行のバスはすぐに発車。（バス６０円+荷物代３０円） 

今回の山行の起点である大石に７時５０分に到着。釣針と釣り糸を買って、８時１０分行動開始。途中で登山届

を出し、大石川・西俣川と遡って大熊小屋へ。 

ヒメサユリ、ギボシの中の高巻き道、足元に西俣川の白い流れ。晴れてきて暑いのでニッカーの裾をまくって歩

く。大熊小屋に１３時５５分到着、（海抜 388ｍ）すぐに幕営し、吉野と鵜飼は魚釣り、恩田・小林で夕食の支

度。夕食は野菜炒め、食後の腹ごなしと、厳しい登りの明日に向けて勇気付けに歌を歌って１９時３０分就寝。 

 

昭和 41年 8月 5日 快晴 ＜大熊小屋→杁差岳（えぶりさしだけ）→頼母木（たもぎ）平＞ 

起床３時３０分、天気は快晴。朝食の味噌汁には昨日の

釣果の岩魚が一匹、おかずは佃煮。 

５時３０分出発、大熊沢を渡ると尾根に取り付き、予想

通りの苦しい登りが始まった。 

一杯清水（900m）７時０５分、紺碧の空の雲の模様に

驚きながらキュウリを食べて小休止。（右写真） 

７時２０分出発。カリヤス平（1300ｍ）、８時２０分。もう

1000ｍ近くの高度差を登ってきたことになる。 

杁差岳鞍部９時４５分（1613ｍ）、ようやく主稜線に辿

り着いた。杁差岳頂上（1636.4ｍ）を往復して昼食。 
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飯豊の山波全体が一望できる。１０時３０分出発。 

（左写真：杁差岳山頂より飯豊連峰核心部） 

鉾立峰南鞍部１１時３５分、吉野が風邪気味のた

め今日は予定を繰り上げて頼母木平までに変

更。薬を飲ませて、草原で二時間の大休止。 

大休止を利用して山渓の「カラー山の花」を片手

に、寝そべって花の勉強。 

ハクサンフウロ、マツムシソウ、ミヤマシシウド、コバイケイソウ・・・。長い休憩時間を終えて１３時３５分に出発。 

頼母木平１５時１５分、天幕を張った後雪渓で雪上訓練。目の前に杁差岳が手に取れるような大きさ、素晴らし

い天幕場だ。ウィスキーで乾杯して夕食。１９時３０分就寝。 

 

昭和４１年８月６日 曇り時々雨 ＜頼母木平→北股岳→御西岳＞ 

起床４時３０分、今日は鵜飼が風邪気味。昨夜天気祭りと称してウィスキーで乾杯したのに、いやな空模様だ。 

出発６時３０分、降り出した雨も地神山（1849.5ｍ）まで来るとあがりはしたが、湿っぽいガスの中で体がすぐ

に濡れてくる。７時１５分ポンチョをはずして身軽になり、門内岳に向かう。門内の水場は小さな雪渓のよだれの

ような水量で、喉を潤す程の流れではない。 

頂上に鳥居のある北股岳（2024.8ｍ）はガスの中で 10ｍ先が見えないほど。海抜 2000ｍを越えて、いよい

よ飯豊連峰の核心部に入って来た。９時３０分、記念撮影だけして９時４５分に出発。 

鞍部の梅花皮（かいらぎ）小屋１０時。小屋は雨を避けて時間をつぶす連中で満員。しかも食事時なので長逗

留する人が多い。我々もここで昼食とする。今日の行程の残り三時間を頑張れるようにとクジラの大和煮の缶

詰も開ける。 

なだらかな稜線が続く御西岳への道は霧の中で変化も乏しいが、飯豊ではもっとも植物の豊富なところ。 

コイワカガミ、ハクサンコザクラ、ヒナウスユキソウ、ミヤマキンポウゲ・・・・。景色が見えないことは物足りないこ

とではあるが、花の眺めだけでも充分に来た甲斐がある。 

１３時５０分御西小屋に到着。御西岳頂上（2012.5ｍ）を往復。頂上でインスタントジュースを拾い、１５時雪渓

脇の草原に幕営。新潟沖の低気圧が三陸に抜けたため、それに伴う前線の移動が今日の不安定な天候に繫

がったらしい。まだ前線が残っているので、明日の天気も心配が残る。いよいよ飯豊本山は目前に迫った。 

夕食の後はラジオで浪曲を聴いて、２０時に就寝。 

 

昭和４１年８月７日 快晴 ＜御西岳→飯豊本山→三国岳→川入→一の木→山都→郡山＞ 

起床４時４０分、天幕から顔を出すと、凄い！！ こんなにうれしい朝があっただろうか。 

目の前の飯豊本山は今にも飛び出しそうな朝日を抱きかかえるようにしている。その姿が天幕場の池塘に映

り、この世のものとは思えないような素晴らしい景色。大日岳、牛首岳も緑の腹に朝日を受けている。 

出発６時２０分、ヨツバシオガマに別れを告げて、牧場のような草原の中のプロムナードを飯豊本山へ。 

飯豊本山（2105.2ｍ）7:15、 磐梯、朝日の山々も見え
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るし、勿論過ぎし日を過ごした杁差岳への稜線も鮮や

かに。この眺望を楽しまねばここまで来た意味がな

い。スケッチと写真撮影を存分に楽しみ、７時３５分出

発。（写真：飯豊本山頂上にて三枚） 

途中飯豊山神社を覗いて、御前坂の下り。切合小屋

で伊佐領への道を分けて、三国岳（1644ｍ）。 

地蔵小屋１１時、長い下りに備えて昼食と大休止。 

１１時５０分下山開始。長坂尾根と名がつく尾根を南

へ下ると今までのような稜線の涼風は得られず、汗は

どんどん流れて止まらない。一時間ほど下ると「中の十五里」という地点に豊明水と表示のある水場があった。 

顔を洗い、むさぼるように水を飲んだら爽やかな気分が蘇った。大白布沢に下りた所が御沢小屋１３時０５分、

ここはもう海抜 568ｍ、2000ｍの飯豊山の稜線はもう遙か彼方に流れ去ってしまった。 

ここからは山道を抜け出してトラック道になる。川入小学校（海抜 468ｍ）まで来て、最後の水の補給をして下

り始めたら、先ほど上って行ったライトバンが戻ってきて、乗せてくれると言う。げっそりするような林道歩きも車

の世話になり３０分で済んだ。一ノ戸川に沿って下り、バス終点の一ノ木の集落（277ｍ）に１４時４０分に到着。

バスを待つ間に河原で体を洗い、飯豊山神社に無事下山の報告。 

バスは１６時発、磐越西線の山都駅に１６時４５分着。駅前で健闘を祝してラーメンとアイスクリームで打ち上

げ。18:17 発郡山行は蒸気機関車。郡山で夕食をとり、２３時０４分発の夜行列車に乗った。 

 

昭和４１年８月８日 天気なんかどうでもいい ＜上野→帰宅＞ 

上野着４時３４分。来週の反省会の日取りを決めてすぐに解散。 

自宅帰着は５時５５分。今夜からもう仕事が待っている。 

＊註：別冊「飯豊連峰縦走記」に詳述あり 

以上 

 

（修正・更新：２０２３年１１月） 


